
 

 

 

 

平成 25 年４月 30 日 

各 位 

会社名  ＡＮＡホールディングス株式会社 

代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長  伊 東  信 一 郎 

（コード番号  9 2 0 2 東証・大証各第１部） 

問合せ先   グループ総務・ＣＳＲ部長 今西 一之 

（ＴＥＬ . ０３－６７３５－１００１ ） 

 

 

「2013－15 年度ＡＮＡグループ中期経営戦略」に関するお知らせ 

 

 

当社グループは、「2013－15 年度ＡＮＡグループ中期経営戦略」を取りまとめましたので、別紙のとおり

お知らせいたします。 

 

 

以 上 
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第 １ ３ - ０ ０ ３ 号 

     ２０１３年４月３０日 

２０１３－１５年度 ＡＮＡグループ中期経営戦略について 
～新たな経営体制の下、経営基盤強化と成長領域拡大に取り組み、  

世界のリーディングエアライングループへ～ 
 

ＡＮＡグループは、創立６０周年を機に「強く生まれ変わる」ために、「２０１２－１３年度ＡＮＡ

グループ経営戦略」に掲げた「マルチブランド戦略の確立」「グループ経営体制改革」「構造改

革によるコスト競争力と財務体質の強化」等の経営改革に取り組んでまいりました。 

航空業界は、首都圏空港容量拡大に加えて、航空自由化、規制緩和、市場開放等、目まぐ

るしく変化していくことが予想されており、今後、既存の日系エアラインのみならずアジア・欧

米・中東の大手エアライン、本格参入を果たすＬＣＣとの競争は激化するとともに、新幹線の

延伸などによる他交通機関とのさらなる競争が予想されます。 

このような経営環境変化の中で、ＡＮＡグループは、引き続き経営基盤を強化しつつ、首都

圏空港容量の拡大を最大限活用した路線展開により、日本をベースとした航空ビジネスの完

成型の構築を目指します。加えて、新たな成長領域拡大に向け、アジアへの戦略的投資等に

よる航空附帯ビジネスを中心とした多角化戦略に取り組み、収益を拡大することで新たに掲

げたグループ経営ビジョン「世界のリーディングエアライングループ」の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ANA HOLDINGS NEWS 

ＡＮＡホールディングス グループ広報部 ０３-６７３５-１１１１ 

２０１３－１５年度 ＡＮＡグループ中期経営戦略アウトライン 
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マルチブランド戦略の推進を通じて、「ＡＮＡブランド」「航空ビジネス」など、既存の事業に

留まらない事業ポートフォリオを構築し、グループ収益の最大化を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）国際線旅客事業 

首都圏空港発着枠を最大限活用することにより、国際線ネットワークを戦略的に拡大し、

従来までの日系ビジネス需要に加えて、非日系の訪日および三国間（乗り継ぎ）需要を

獲得することで事業モデルを進化させ、収益規模を拡大していきます。 

（２）国内線旅客事業 

競合との差別化を推進し、グループ全体の基盤事業として収益性を堅持していきます。 

（３）ＬＣＣ事業 

「認知度向上」「アジアマーケットの需要取込み」「低コスト運航体制の追求」等を通じ、ＡＮＡ

ブランドとは異なる領域での新規需要を獲得し、新たな収益事業モデルを構築します。 

（４）貨物事業 

 フレイター事業の早期黒字化に向け、フレイターの増機・旅客便活用・他社便活用によって

貨物便ネットワークを拡充します。また、機材稼動率向上による運航コストの低減と高い輸

送品質による差別化を推進するとともに、課題解決に向けた事業運営体制を導入します。 

（５）航空附帯ビジネスを中心とした多角化事業 

ＡＮＡグループ各社が持つ事業特性やノウハウを最大限活用しながら、グループ外からの収  

入を拡大していきます。 

成長領域拡大による事業規模イメージ 

１．成長領域の拡大について 

 ※点線は中期的イメージ 
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・昨年の公募増資で得た資金等を活用して、海外への投資、特に高い経済成長が見込まれ  

 るアジアへの戦略的な投資を実行に移し、成長領域の拡大を目指します。また、今後の投

資案件の実行を加速させるため、シンガポールに投資管理会社を設立します（６月予定）。 

・ＡＮＡグループの航空ビジネスとのシナジー効果に加えて、アジアの成長をＡＮＡグループ  

の成長として取り込むため、アジアを中心とした航空ビジネスへ投資します。 

・ＡＮＡグループのナレッジ、人財を活用し、すでに参画している乗員訓練事業に続いて、整  

備受託事業等の航空附帯ビジネスに参画し、新たな収益領域の拡大を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジアにおける戦略的投資を実行段階へ 

ＳＰＣ＝Ｓｐｅｃｉａｌ Ｐｕｒｐｏｓｅ Ｃｏｍｐａｎｙ 
（特定目的会社） 

２．戦略的投資について 

投資管理会社の形態（イメージ） 
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「２０１２-１３年度ＡＮＡグループ経営戦略」において掲げた「グループ経営体制の変革」

「構造改革によるコスト競争力と財務体質の強化」を継続して取り組むことにより、経営基

盤のさらなる強化を実現します。 

（１）グループ経営体制の変革 

・グループ経営体制の強化に向けて、「経営と執行の分離」・「公平公正なグループ運営」・

「グループ各社への権限と責任の委譲」を実現するために、本年度より持株会社制に移行

しました。 

・持株会社制の体制構築に関しては、グループ各社の事業特性を考慮しつつも、遅滞なく 

スピード感をもって推進します。 

・効率化促進の視点として、グループ各社に共通する業務については、シェアード機能とし

て集約します。中期的には「グループ独自の業務」と「一般企業でも行われている業務」に

整理し、アウトソーシングも含めたさらなる効率化を検討します。 

 

（２）コスト構造改革 

・２０１４年度までの１，０００億円（≒UC１．０円）相当のコスト削減については、全グループ  

従業員の努力により、着実に成果を積み上げており、最終目標達成に向けて継続して取り

組みます。 

・従来までの部署・部門という単位でのコスト削減活動に加えて、事業構造などのグループ 

横断的な課題についても持株会社制移行を機に取り組みます。 

・グローバルレベルでの生存競争に勝ち残るため、中長期的な効果が見込まれる年金制度  

改革等を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．経営基盤の強化について 

コスト構造改革の進捗 
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持株会社制への移行や創立６０周年を契機として、ＡＮＡグループ全体として目指すもの

を明確に示すべく、新たなグループ経営理念・経営ビジョンを策定し、ＣＳＲ方針、グループ

行動指針（ＡＮＡ’ｓ Ｗａｙ）とともに目指すものとして整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）新グループ経営理念 

グループ経営理念は、企業グループとしてのＡＮＡグループが、「時代を超えて目指す

もの・使命・存在意義」であり、全事業において「安心･信頼」を基本的な責務とした上で、

世界をフィールドに挑戦し、夢にあふれる未来社会の創造に貢献することを掲げたもの 

です。 

 

（２）新グループ経営ビジョン 

  グループ経営ビジョンは、企業グループとしてのＡＮＡグループが、「将来のある時点で

目指す到達目標」であり、「お客様満足」と「価値創造」において世界をリードする、航空運

送事業を中心とした企業集団を明確化したものです。 

 

（３）グループＣＳＲ方針、グループ行動指針（ＡＮＡ’ｓ Ｗａｙ） 

  グループＣＳＲ方針は、企業グループとしてのＡＮＡグループが、社会に約束する理念・

ビジョンの実現に向けた社会的責任です。これまでも「安全」を中核とし、ＣＳＲ活動に取り

組んできましたが、グローバルに事業拡大を進めていく今後においては、より幅広いステ

ークホルダーを意識したグローバルレベルのＣＳＲ強化を目指します。また、グループ行

動指針（ＡＮＡ’ｓ Ｗａｙ）は、ＡＮＡグループ社員が、理念、ビジョン達成に向けて取るべき

行動の拠りどころです。「安全」、「お客様視点」等、グループ社員が持つべき共通の価値

観をまとめました。 

   

 

４．ＡＮＡグループが目指すものについて 

経営理念・ビジョンの全体像 
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５．２０１３年度経営目標について 

 

 

 

 

 ２０１３年度見通し 

（単位：億円） 

連 結 営 業 収 入 １６，１００ 

連 結 営 業 利 益  １，１００ 

営 業 利 益 率   ６．８％ 

連 結 経 常 利 益     ８００ 

連 結 当 期 利 益     ４５０ 

国際線旅客座席キロ伸び率 １１３．８％ 

国内線旅客座席キロ伸び率 １０４．５％ 

国際線貨物トンキロ伸び率 １１４．６％ 

国内線貨物トンキロ伸び率 １０４．７％ 

     ※生産量の数値は前年比 

 

  

   

以 上 

 

２０１３年度は、連結営業利益１，１００億円、連結営業利益率６．８％ 

中期的には連結営業利益１，５００億円以上、連結営業利益率１０％以上を目指す。 




